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は
、
今
後
の
市
民
病
院
の
運
営

に
つ
い
て
広
く
市
民
の
意
見
や

提
言
を
い
た
だ
こ
う
と
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
公
立
病
院
で

あ
る
市
民
病
院
が
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
信
頼
さ
れ
、
大
き

な
期
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

た
め
、
公
立
病
院
と
し
て
の
市

民
病
院
の
役
割
と
機
能
は
堅
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
が
、
医
師
を
招
へ
い
し
、
安

全
で
良
い
医
療
を
市
民
に
提
供

す
る
こ
と
が
基
本
姿
勢
で
あ

る
。

　

特
に
、
国
の
医
療
費
抑
制
政

策
の
中
で
、
市
民
の
医
療
を
守

る
た
め
、
救
急
医
療
な
ど
不
採

算
部
門
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
経
営
は
大
変
厳
し
い
。
し

か
し
、
健
全
経
営
に
向
け
、
全

力
で
取
り
組
み
、
市
民
の
理
解

と
協
力
を
得
て
市
民
病
院
を
再

生
し
て
い
き
た
い
。

　

交
通
不
便
解
消
の
た

め
コ※

１

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
本
格

的
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

制
度
の
中
で
、
直
接
原
油
高
騰

を
理
由
と
し
た
申
請
は
本
市
で

今
年
１
件
あ
り
、
認
定
し
て
い

る
。
ま
た
本
市
の
今
年
４
月
か

ら
８
月
ま
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
保
証
制
度
の
申
請
件
数

は
12
件
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
影
響
調
査
に
つ
い
て

は
、
原
油
高
騰
の
直
接
的
・
間

接
的
な
影
響
を
考
え
る
と
、
す

べ
て
の
市
民
、
事
業
者
が
対
象

と
な
り
、
一
自
治
体
で
行
う
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

緊
急
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
規

模
で
対
策
さ
れ
て
い
る
の
で
、

市
独
自
の
支
援
策
は
現
在
考
え

て
い
な
い
。

　

高
平
・
小
野
地
区
の

災
害
・
救
急
救
助
業
務
は
、
市

内
平
均
よ
り
大
幅
に
時
間
を
要

し
て
い
る
。
市
北
東
部
の
消
防

分
署
計
画
は
急
務
と
考
え
る

が
、
今
後
の
計
画
は
。

　

平
成
21
年
度
中
に
設

置
場
所
な
ど
を
検
討
。

　

市
北
東
部
及
び
三
輪
北
部
地

域
に
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
平
均
所
要
時
間
は
10
分
35
秒

で
あ
り
、
市
全
体
の
平
均
に
比

べ
て
約
５
分
到
着
が
遅
れ
て
い

る
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、
市
北
東
部
と
三
輪
北
部
地

域
を
管
轄
す
る
救
急
車
を
配
備

す
る
施
設
に
つ
い
て
、
21
年
度

中
に
設
置
場
所
や
職
員
体
制
な

ど
を
整
理
し
、
地
元
と
も
十
分

協
議
し
て
対
処
を
考
え
て
い

く
。

　

導
入
形
態
を
含
め
可

能
性
を
検
討
。

　

他
の
自
治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
の
取
組
み
で
は

住
民
自
ら
が
運
行
計
画
や
運
行

に
か
か
わ
る
手
法
が
増
え
て
い

る
。
本
市
で
は
、
今
、
導
入
形

態
の
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
採

算
性
や
運
行
の
持
続
性
、
利
用

者
負
担
な
ど
課
題
の
整
理
が
必

要
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
市
の
置
か

れ
て
い
る
現
状
を
み
て
地
域
の

主
体
的
な
住
民
の
参
画
手
法
な

ど
を
検
討
す
る
。
あ
わ
せ
て
市

内
バ
ス
交
通
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
も
十
分
検
討
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
に
つ
い

て
具
体
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。　

原
油
高
騰
に
よ
る
市

内
業
者
へ
の
影
響
調
査
と
緊
急

支
援
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

緊
急
支
援
は
国
の
制

度
で
対
応
。

　

原
油
高
騰
に
よ
る
市
内
業
者

へ
の
影
響
は
、
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
業
、
土
木
工
事
業
、
建

設
業
を
中
心
に
少
な
か
ら
ず
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
国

で
は
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、

中
小
企
業
向
け
の
資
金
調
達
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
融
資
限
度

額
の
増
額
、
貸
付
利
率
の
引
き

下
げ
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
セ※

２

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証

制
度
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証

と
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
市

民
が
病
院
を
選
ぶ
と
き
の
情
報

源
と
し
て
一
番
多
い
の
が
家

族
、
知
人
か
ら
の
口
コ
ミ
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
重
視
す
る
点

と
し
て
、
医
師
の
専
門
性
が
高

い
こ
と
や
評
判
が
よ
い
病
院
で

あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、
病
院
と
し
て
、
正
確
な
情

報
提
供
が
重
要
だ
と
再
認
識
し

た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民

病
院
に
関
す
る
情
報
を
正
し
く

市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
広
報
紙
「
伸
び
ゆ
く
三

田
」
に
病
院
情
報
の
掲
載
を
増

や
す
一
方
、
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
広
報
ビ

デ
オ
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放

映
、
ま
た
出
前
講
座
、
当
院
医

師
に
よ
る
市
民
医
療
講
座
の
開

催
な
ど
、
積
極
的
に
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
、
病
院
が
取
り

組
む
べ
き
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

外
来
待
ち
時
間
の
短
縮
や
検
査

予
約
待
ち
の
改
善
に
多
く
の
要

望
が
あ
っ
た
。
改
善
策
の
検
討

を
院
内
の
経
営
健
全
化
チ
ー
ム

を
中
心
に
進
め
る
な
ど
、
市
民

の
意
向
を
病
院
運
営
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

　

市
民
は
、
公
立
病
院

と
し
て
市
民
病
院
を
存
続
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
市
の
考

え
は
ど
う
か
。

　

市
民
病
院
は
、
公
立

病
院
と
し
て
の
役
割
と
機
能
を

堅
持
す
る
。

　

今
回
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

質
問
議
員

福
山
二
三
夫 

（
盟
正
会
）

野
上
　
和
雄 

（
民
主
党
）

松
岡
　
信
生 

（
公
明
党
）

関
本
　
秀
一 

（
新
風
み
ら
い
）

家
代
岡
桂
子 

（
市
民
ク
ラ
ブ
21
）

國
永
　
紀
子 

（
日
本
共
産
党
）

坂
本
　
三
郎 

（
熱
血
市
民
ク
ラ
ブ
）

今
井
　
　
弘 

（
民
主
党
）

城
谷
　
恵
治 

（
日
本
共
産
党
）

平
野
　
菅
子 

（
公
明
党
）

大
月
　
　
勝 

（
清
風
会
）

　

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
市

民
病
院
の
人
工
透
析
室
の
再
開

に
向
け
て
の
考
え
方
を
伺
い
た

い
。　

医
師
の
招
へ
い
に
向

け
て
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

　

人
工
透
析
室
に
つ
い
て
は
、

昨
年
３
月
に
腎
臓
内
科
医
師
が

大
学
に
引
き
上
げ
ら
れ
閉
鎖
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
以
来
、

大
学
医
局
を
訪
問
し
、
腎
臓
内

科
医
師
の
派
遣
を
依
頼
す
る
ほ

か
、
四
国
や
関
東
の
大
学
へ
も

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
こ
れ
ま
で
腎
臓
内
科

医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
兵
庫
医
科
大
学
へ
は
何
度

も
訪
問
し
、
医
師
の
派
遣
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
大
学
に
対
し
て
、

腎
臓
内
科
に
限
ら
ず
、
他
の
診

療
部
門
の
医
師
確
保
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

　

な
お
、
市
民
病
院
の
人
工
透

析
の
機
器
は
、
い
つ
で
も
再
開

で
き
る
よ
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
っ
て
い
る
。

　

市
民
病
院
が
行
っ
た

「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
か

ら
、
病
院
と
し
て
ま
ず
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
の
か
。

　

市
民
病
院
の
情
報
を

正
確
に
市
民
に
広
報
す
る
こ

い
ま
、
三
田
市
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
市
民
病
院
や
市
民
生
活
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

答 問

問答

信頼される
市民病院
に向けて

問

問答

答 答

説

語
解

用
コ※

１

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

明
確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
に
密
着
し
て
、
住
民

の
利
便
性
の
向
上
を
主
な
目
的

と
し
た
バ
ス
で
、
バ
ス
停
の
間

隔
が
短
く
、
公
共
交
通
機
関
の

空
白
地
域
を
巡
回
す
る
き
め
細

や
か
な
運
行
な
ど
が
典
型
的
な

特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ※
２

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度

　

取
引
先
企
業
の
倒
産
や
自
然

災
害
、
取
引
金
融
機
関
の
破
綻

な
ど
に
伴
い
、
経
営
に
支
障
が

出
て
い
る
中
小
企
業
者
が
、
中

小
企
業
雇
用
保
険
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
資
金
供
給
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
に
、
市
長
の
認
定

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
信
用

保
証
協
会
が
通
常
の
保
証
限
度

額
と
は
別
枠
で
保
証
を
行
う
国

の
制
度
で
す
。

フ※
３

ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

　

食
べ
も
の
の
輸
送
距
離
の
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
食
べ
も
の
の

重
さ
と
輸
送
手
段
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
係
数
を
か
け
る
こ
と
で
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
が
計
算
で
き
ま
す
。

単
位
は
ｐ
ｏ
ｃ
ｏ
（
ポ
コ
）
で

表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
民
生
活
を
考
え
る

問

問答

市民生活を
考える

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入

原
油
高
騰
の
影
響
は
？

救
急
車
の
配
備

▲看護について真剣な検討が続く（病棟スタッフステーション）




